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審美性歯面コー ト材の表面性状と細菌付着性

論文審査の要 旨

本論文は組成の異なる 2種類の歯面コー ト材を用いて、表面粗さと光沢度および細菌付着との関係

を検討したものである。歯科臨床では審美的および口腔衛生学的意義から仕上げ研磨により細かい傷

を除去し、修復物表面を平滑化することが推奨されている。これは修復物表面の光の反射が低下し、

光沢 (艶 )が無くなると、表面が曇って見え、審美的には好ましくないと考えられ、また、修復物表

面に光沢を与えることは食物や細菌の付着を抑制すると考えられているからである。このように光沢

度は表面性状の指標に用いられ、着色 。歯垢の形成への影響に関与していると考えられている。そこ

で本研究では組成の異なる 2種類の市販歯面コー ト材を用いている。S¨PRGフ ィラー (約 48前%)、

Bis―GNIA,TEGDNIAを 主成分とするビューティコー トを表面処理方法の違いにより、圧接群、研磨群、

グロスエフェクト群を作製し、シリカフィラー、フッ化ナ トリウム (約 31前%)、 UDNIA,HEplAを 主

成分とするホワイ トコー トと表面滑沢材で多官能アクリレー ト、NIMAを主成分とするトップコー トを

用いて圧接群、研磨群、 トップコー ト群を作製し、非接触型粗さ測定装置による表面粗さの測定と光
沢度および細菌付着との関係を検討したものである。

その結果、サーマルサイクリング前後の各表面処理における 2種類の歯面コー ト材の光沢度には

有意差を認めなかつたとしている。しかし、各表面処理の違いにより光沢度は有意に異なっており、

圧接群、グロスエフェクト群、 トップコー ト群、研磨群の順に光沢度は低下したことを明らかにして
いる。また、抗菌性試験の結果、2種類の歯面コー ト材の抗菌性に有意差は認めらなかったが、細菌付

着性試験の結果ではビューティコー トの圧接群、研磨群が最も少ない細菌付着性を示し、ホワイ トコ

ー トの トップコー ト群が最も多くの細菌を付着していたことを認めている。このように、表面粗さ (Ra)

が 0.l μm以下で光沢度が 40～90%の歯面コー ト材における細菌付着性は表面粗さや光沢度の表面性状が

影響するのではなく、歯面コー ト材の組成、特に S―PRGフ ィラーやフッ化ナ トリウムが影響を与えて

いる可能性を示唆している。

以上のことから、審査委員は本論文が歯面コー ト材は歯科臨床において暫間的処置ではあるが、各

種表面処理方法により表面を平滑化して光沢を与え、抗プラーク性を考慮した材料をコー ト材に添加

することが審美性、口腔衛生学的意義から処置後の予後に有益に働くことを示し、歯科臨床に極めて

価値のある所見を提供したものであり、博士 (歯学)の学位を授与するに値するものと判定した。


